
１．市区町村

２．計画対象期間

令和 ７年度 ～ 令和 １１年度

３．対象市区町村における有機農業の現状と５年後に目指す目標
ア　有機農業の現状

イ　５年後に目指す目標

３．取組内容
ア　有機農業の生産段階の推進の取組

イ　有機農業で生産された農産物の流通、加工、消費等の取組

４．取組の推進体制
ア　実施体制図

イ　関係者の役割

別添                            

宮崎市有機農業実施計画

宮崎県宮崎市

　宮崎市は、九州南東部に位置し、地形は北部西部にかけて丘陵地が重なり、南部は鰐塚山系、双石山
系の山地で占められている。市内の北端には一ツ瀬川が、中央部には大淀川、清武川、加江田川などが
東流し、広大な宮崎平野を形成して日向灘に注いでいる。東部の海岸は白砂青松の砂浜が続き、市南部
の青島以南は、山地が海岸まで迫り、複雑な海岸線を呈している。
　本市の農業は、冬季に温暖で日照時間の長い気候条件を活かして、野菜や果樹、花きの施設園芸を基
幹とし、早期水稲と畜産を組み合わせた複合経営を軸に、国の食料供給産地として発展してきた。平成１８
年１月に、農業の盛んな佐土原町、田野町、高岡町との合併により、だいこん、葉たばこ、茶などの土地利
用型作物が加わるとともに、平成２２年３月には、日向夏やパパイアなどが特産の清武町との合併で、バラ
エティに富んだ産品が生産される”農林水産業のまち”となった。
　現在、本市において、国の環境保全型農業直接支払交付金を活用し有機農業に取り組んでいる農業者
が茶や水稲を中心に１４戸、面積約６１．３haとなっているが、その取組圃場は、市内全域に点在している
状況である。
　そのような中、令和５年９月、農業者が中心となり、自然生態系の機能を取り入れた栽培技術の普及と健
全な生態系や生育環境を考慮した環境保全型農業の推進、有機農業者と消費者の連携強化、そして環
境保全と地域社会への貢献を目的として、「宮崎市有機農業推進協議会」が設立されたところである。
　さらに、令和６年５月には、市内の農業者をはじめ、調達、生産、加工、流通、消費など、あらゆる関係者
の連携と協力のもと、行政機関も参画して、化学農薬と化学肥料の低減、有機農業の面積拡大という目標
達成に向けた取組を推進するため、「宮崎市みどり農業推進協議会」が設立された。
　いずれの協議会も、市内全域を活動の対象とし、有機農業をはじめとした農業分野における環境負荷の
低減の取組と持続可能な農業の推進を目指しており、今後、官民一体となった様々な取組を推進していく
こととしている。

　特定区域において有機農業に取り組む農業者や、新たに有機農業への転換を検討している農業者に
対し、技術研修を実施することで、有機農業の基盤を強化する。

※実施に必要な組織、委託先等を記載すること

別紙のとおり

別紙のとおり

・有機農産物の取組面積　61.3ha（基準年度：令和５年度）　→　100.0ha（令和１１年度）
・有機農業の取り組む農業者数　14名（基準年度：令和５年度）　→　20名（令和１１年度）

・レストランや小売店などでの有機農産物の販売促進イベントを開催し、消費者の認知度向上を図る。
・学校給食における有機農産物の活用を推進することで、子どもたちへの食育の一環として、有機農業へ
の理解を深め、将来的な消費者基盤を育成する。



５．資金計画

別紙のとおり

６．本事業以外の関連事業の概要

７　みどりの食料システム法に基づく有機農業の推進方針について

８　その他（達成状況の評価、取組の周知等）

環境保全型農業直接支払交付金
環境保全型農業　有機農産物の生産実績（令和５年度）
・有機農産物　61.3ha（14名）

　みどりの食料システム法第16条第１項に基づく基本計画として、宮崎県と市町村が共同で「宮崎県農林
水産業における環境負荷低減促進に関する基本計画」を策定しており、この計画に基づいて、県及び宮
崎県農業協同組合宮崎中央地区本部等と連携を取りながら、推進を行っていく。

○達成状況の評価
　有機農産物の取組面積、有機農業者数の観点等から評価を行っていく。
○取組の周知等
　市広報紙やＳＮＳ、ホームページ等で積極的に情報発信を行うほか、関係団体の持つそれぞれの情報
発信媒体によって、市内外に向けて、周知・発信を行っていく。



５　資金計画

令和６年度 令和７年度 令和８年度

令和９年度 令和１０年度

区分

１．有機農業実施計画の実現に向けた検
討会の開催　　　　　　　　　　    500,000円

２．有機農業実施計画の実現に向けた取
組の実践（生産関連、流通・加工関連、消
費関連の取組）　　　　　　　　 8,800,000円

３．課題解決に向けた調査等  700,000円
　　　　　　　　　　　　　　　  計10,000,000円

１．有機農業実施計画の実現に向けた検
討会の開催　　　　　　　　　　    500,000円

２．有機農業実施計画の実現に向けた取
組の実践（生産関連、流通・加工関連、消
費関連の取組）　　　　　　　　 8,800,000円

３．課題解決に向けた調査等  700,000円
　　　　　　　　　　　　　　　  計10,000,000円

１．有機農業実施計画の実現に向けた検
討会の開催　　　　　　　　　　    500,000円

２．有機農業実施計画の実現に向けた取
組の実践（生産関連、流通・加工関連、消
費関連の取組）　　　　　　　　 8,800,000円

３．課題解決に向けた調査等  700,000円
　　　　　　　　　　　　　　　  計10,000,000円

区分

１．有機農業実施計画の実現に向けた検
討会の開催　　　　　　　　　　    500,000円

２．有機農業実施計画の実現に向けた取
組の実践（生産関連、流通・加工関連、消
費関連の取組）　　　　　　　　 8,800,000円

３．課題解決に向けた調査等  700,000円
　　　　　　　　　　　　　　　  計10,000,000円

１．有機農業実施計画の実現に向けた検
討会の開催　　　　　　　　　　    500,000円

２．有機農業実施計画の実現に向けた取
組の実践（生産関連、流通・加工関連、消
費関連の取組）　　　　　　　　 8,800,000円

３．課題解決に向けた調査等  700,000円
　　　　　　　　　　　　　　　  計10,000,000円



取組の推進体制


